
議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。
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福
津
市
の
事
業
で

困
っ
た
り
気
づ
い
た
り

し
た
こ
と…

な
い
？

や
っ
て
い
る
う
ち
に

い
ろ
ん
な
問
題
っ
て

出
て
く
る
も
の
よ
ね

市
長
と
議
会
が

互
い
に
尊
重
し

合
い
な
が
ら…

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
ん
だ

活
発
に
議
論

し
合
う
こ
と
で

よ
り
良
い

福
津
市
に
つ
い
て…

市
の
取
り
組
み

を
チ
ェッ
ク
し
て

改
善
す
る
っ
て

大
切
よ
ね

時
代
と
と
も
に

市
民
が
求
め
る

施
策
は
変
わ
る

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
は

大
切
だ

た
し
か…

ハ
ク
サ
イ
さ
ん
が…

イ
チ
ゴ
議
員
に
は

市
政
を
チ
ェッ
ク
す
る

議
員
の
役
割
が
あ
る
の

市
に
や
っ
て
ほ
し
い

取
り
組
み
や
事
業
な
ど

希
望
は
な
い
か
い
？

タ
マ
ネ
議
員
の
よ
う
に

市
民
の
声
を
市
政
に

つ
な
ぐ
の
も
議
員
の
役
割

そ
う
い
え
ば…

ダ
イ
コ
ン
く
ん
が…

で
も
、

ど
う
し
て

聞
く
の
？

●市政をチェックし
　みんなの声を反映させる

議会の主な役割は次の２つです。
①政策を最終的に決定すること。
②行財政運営をチェックすること。
市民の代表である議員は市民の声をくみ取

り、行財政運営の問題点を議論し、市政に反
映させていくのも議会の大きな役割です。

執
行
機
関
と
議
事
機
関

　
私
た
ち
は
、
市
長
と
議
員
を
選
挙
で
選
び
ま
す
。

市
長
は
、
議
案
を
議
会
に
提
案
し
、
議
決
を
受
け
て

❸
今回のお題は「議会の役割」

実
施
し
ま
す
（
執
行
機
関
）。
議
員
は
、
多
様
な
市

民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
議
論
を
行
い
、
議
会

で
議
決
し
ま
す
（
議
事
機
関
）。

　
市
長
と
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
、
互

い
に
尊
重
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
健
全
な

市
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市民のために
仕事をする

市民の
声を聞く

議案を議決する
政策や事業を
チェックする

これを
行うのが
議会だよ

政策や事業を提案する

市民の
声を聞く

願いを
伝える

願いを
伝える

市民のために
仕事をする

選ぶ
選ぶ

特集

1８

歳の投　意識・

　　　まちへの思い

Ｐ２

野田 悠斗さん
光陵高校
の　 だ　　ひろ　と



投
票

投
票

水
産
高
校
は
卒
業
後
に
就
職
す
る
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
福
津
市
に
就
職

す
る
人
は
少
な
い
で
す
。
就
職
先
が
増

え
る
こ
と
で
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
も
地

元
に
残
って
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
高
校
生
に
「
将
来
こ
の
ま

ち
が
ど
う
な
っ
て
欲
し
い
の
か
。」

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

声

　
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
未
来

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　
そ
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の
一

番
簡
単
な
方
法
が
選
挙
で
す
。
選

挙
は
、
投
票
を
通
じ
て
自
分
た
ち

の
代
表
者
を
選
び
、
想
い
を
社
会

へ
届
け
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　「
政
治
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
」、「
ど
う
せ
変
わ
ら
な
い
」、「
興

味
が
な
い
」
と
い
う
意
見
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
動
画
サ
イ
ト
で
政
治
の
話

題
を
よ
く
目
に
す
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
皆
さ
ん
が
使
う
道
路
や

水
道
、
学
校
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
暮
ら
し
に
関
わ
る
こ
と
は
政
治

と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
政
治
に
無

関
心
で
い
ら
れ
て
も
、
無
関
係
で

は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　
投
票
率
向
上
の
政
策
は
進
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
行
っ
た

一
般
質
問
が
、
そ
の
後
、
市
政
に
ど

う
生
か
さ
れ
た
の
か
、
市
の
担
当
部

署
に
確
認
し
ま
し
た
。

 

令
和
５
年
３
月
一
般
質
問

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
は

　
令
和
４
年
度
の
福
津
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
は
過
去
最
低
の
投
票
率

と
な
っ
た
。
今
後
の
投
票
率
向
上
へ

の
取
り
組
み
は
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
こ
れ
ま
で
は
選
挙
前
に
投
票
制
度

を
周
知
し
て
い
た
が
、
今
年
の
１
月

か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
常
時
閲
覧

で
き
る
よ
う
改
善
し
た
。

　
今
後
は
、
特
に
若
い
世
代
の
投
票

率
が
向
上
す
る
よ
う
、市
内
の
児
童
・

生
徒
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
す

る
な
ど
、
積
極
的
な
選
挙
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。 地

域
の
未
来
の
た
め
に

　
　 し
よ
う

　
18
歳
に
な
る
と
得
ら
れ
る
「
選
挙
権
」。
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
権
利

で
す
。
前
回
（
令
和
４
年
）
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
37
％
と
過
去
最
低
の
投

票
率
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
を
中
心
に
、
多
く
の
人
が
そ
の
権
利
を
使
わ
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
有
権
者
と
な
る
高
校
３
年
生
に
聞
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
地
域
の
姿
は
今
ま
で
の
政
治
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
で
未
来

が
変
わ
り
ま
す
。ま
ず
は
次
の
選
挙
か
ら
、

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

福津市の将来について
どう思いますか？

投票に行きますか？

調査対象者：地元の高校に通う市内在住の3年生103人

投票をする時にどういう情報を参考にするか
お答えください。（複数回答可）

博多屋 柚羽さん
水産高校
はか　た　  や　  ゆず　は

福
津
市
に
は
、
他
の
地
域
に
自
慢
で
き

る
綺
麗
な
自
然
や
観
光
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
を
も
っと
多
く
の
方
に
知
って

も
ら
い
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

石井 葵陽さん
水産高校
いし　い 　　 あおい

室
内
型
遊
園
地
の
設
立
に
よ
り
市
民
が

気
温
や
天
候
、
年
齢
関
係
な
く
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
交
流
人
口
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
って
ほ
し
い
で
す
。

田畑 心愛さん
光陵高校
た　ばた 　 み の り

福
津
市
は
住
み
た
い
ま
ち
の
上
位
の
ラ
ン

キ
ン
グ
に
入
って
注
目
さ
れ
て
い
る
け
ど
、

東
福
間
駅
周
辺
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
で
す
。

上妻 優太さん
光陵高校
こう づま 　ゆう　た

未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

１
票
の
力

議
会
の
追
跡
調
査

近隣自治体のよ
うに、市内の商
業施設で利用で
きる割引クーポ
ンがあると嬉し
いです。

期日前投票に
ぜひ特典を

吉本 紗智さん
よし もと　　さ　 ち

49.5%
（51人）

43.7%
（45人）

6.8%
（7人）

良くなると思う
わからない
悪くなると思う

投票に行く
わからない
投票に行かない

55.3%
（57人）26.2%

（27人）

18.4%
（19人）

SNS

選挙広報

家族と話し合って
動画サイトを見て
その場で決める

何もしない
選挙ポスター
わからない

59人

57人

36人
17人

12人
1人
1人
1人

6050403020100

18歳の投票意識・まちへの思い特集市民の声

投票に行く

主な理由

わからない 投票に行かない

・自分たちのまちをよ
り良くしてくれる人
にやってもらいたい

・自分の意思を投
票を通して伝えたい

良
く
な
る
と

思
う

主な理由

わ
か
ら
な
い

悪
く
な
る
と

思
う

・投票についてまだど
んなことをするかわ
からない

・誰がいいのかわから
ない

・受験やバイトで時
間がない

・興味がない
・めんどくさい

・人口が増えて住みやすいまち、
栄えている

・子どもの数が増えてもっと良くな
ると思う

・現状を知らない
・人口が増えているが、 高齢化も
進んでいる

・何もわからない、 興味がない

・現在は子どもの数が多いが、
今後減少した場合にどう対応し
ていくのか不安

・地域ごとに賑わいの差があるから

18 歳の

2議 会 だ よ り  ふ く つ3 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会の
視点

　
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
２

９
９
億
７
８
３
５
万
円
（
前
年
度

２
９
７
億
８
７
５
３
万
円
）、
歳

出
が
２
９
３
億
４
６
１
７
万
円

（
前
年
度
２
８
７
億
３
５
９
４
万

円
）。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
で
１
億
９
０
８
２
万
円
、０・

６
％ 

の
増
、
歳
出
で
は
６
億
１

０
２
３
万
円
、
２
・
１
％
の
増
で

し
た
。

　健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
て
い

た
の
か
。
決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、
各
委
員
の
視
点
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
や
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
質
疑
を
行
う
中
で
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

問
事
業
の
検
証
と
今
後

の
指
導
員
確
保
は
。

答
学
校
の
実
情
に
応
じ
、

目
標
９
人
に
対
し
６
人

配
置
。
学
校
要
望
も
考

慮
し
、
配
置
す
る
。

外部の部活動指導員の
配置事業の検証と今後の確保は

福井 崇郎 委員

問
ミ
ニ
バ
ス
の
利
用
者

数
と
西
鉄
バ
ス
に
代
わ

る
運
行
計
画
は
。

答
利
用
者
数
は
６
万
４

千
人
。
廃
線
も
視
野
に

入
れ
て
計
画
を
策
定
中
。

ミニバスの充実と
西鉄バス路線廃止後の計画は

鋭い視点から長時間にも及ぶ
決算審査を実施

髙山 賢二 委員中村 清隆 委員長

問
校
舎
賃
借
実
績
と
、

不
足
し
て
い
る
特
別
教

室
の
学
校
と
の
協
議
は
。

答
４
校
舎
を
賃
借
し
た
。

調
理
室
の
整
備
要
望
が

あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

福間南小学校の校舎の賃借と
特別教室の対応は

問
試
掘
の
結
果
は
い
つ

公
開
さ
れ
る
の
か
。

答
遺
構
を
確
認
し
、
盛

土
保
存
し
た
。
結
果
は

教
育
委
員
会
で
保
管
。

情
報
公
開
請
求
で
公
開
。

新設校予定地の埋蔵文化財
試掘結果は

佐伯 美保 委員

問
開
催
時
期
と
参
加
人

数
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答
毎
年
12
月
頃
に
開
催

し
、
10
人
程
度
が
参
加
。

相
続
登
記
に
つ
い
て
は

協
議
中
で
あ
る
。

空き家予防セミナーの実績と
相続登記義務化の周知は

中村 晶代 委員

財
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら

健
全
な
財
政
運
営
の
継
続
を

監
査
委
員
の
意
見

令
和
５
年
度

一
般
会
計
決
算

灘谷 和德
代表監査委員

　
議
会
が
可
決
し
た
当

初
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
を
慎
重
に
審

査
。決
算
書
や
主
要
施
策

成
果
報
告
書
等
を
吟
味

し
、質
疑
が
行
わ
れ
た
。

扶助費は平成31年度から
5年間で大幅に増加傾向

榎本 博 監査委員

　
今
後
、
教
育
施
設
の

建
設
等
、
多
額
の
支
出

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

一
般
財
源
の
確
保
や
歳

出
の
見
直
し
が
喫
緊
の

課
題
と
言
え
る
。

委
員
長
は
こ
う
考
え
た
！

問
今
後
５
年
間
で
77
億

円
取
り
崩
す
が
、
基
金

残
高
は
見
通
し
通
り
か
。

答
６
年
度
末
残
高
92
億

円
が
86
億
円
の
見
込
み

で
、
や
や
下
方
修
正
。

5年度末の基金残高109億円、
今後の見通しは

岩下 豊 委員

豆田 優子 委員

問
経
常
収
支
比
率
が
上

昇
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答
扶
助
費
等
の
経
常
経

費
が
増
加
し
、
中
期
財

政
見
通
し
は
６
年
度
に

94
％
。
弾
力
性
は
低
下
。

経常収支比率89.8％に上昇、
財政構造の弾力性の低下では

井手口 忠信 委員 戸田 進一 委員

問
収
支
に
関
わ
ら
ず
、

基
金
１
０
０
億
円
を
維

持
す
る
財
政
規
律
で
は
。

答
公
共
施
設
等
の
改
修

も
あ
り
、
そ
れ
を
見
据

え
て
維
持
し
て
い
く
。

合併当初から、基金は100億円
規模を確保する財政規律では

米山 信 委員

問
国
庫
補
助
金
が
予
算

額
よ
り
約
７
億
円
も
減

額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
財
源
と
す
る
事
業

の
繰
越
等
の
た
め
。

総務費国庫補助金の予算額と
決算額の乖離の原因分析は

問
債
券
現
金
化
で
売
却

損
が
出
た
と
の
説
明
。

他
に
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
現
状
で
、
一
番
売
却

損
が
生
じ
な
い
債
券
を

選
ん
で
売
却
し
た
。

基金運用収入が減少、2500
万円の売却損発生はなぜか

問
商
品
券
の
申
込
当
選

確
率
は
。
ま
た
、
市
民

優
先
購
入
の
考
え
は
。

答
当
選
確
率
は
30
％
。

こ
の
事
業
は
事
業
者
支

援
を
優
先
し
て
い
る
。

プレミアム付商品券を
市民優先で購入できないのか

問
何
の
不
用
額
か
。

答
堀
切
樋
門
の
調
査
費

で
、
国
の
採
択
が
１
年

遅
れ
た
た
め
未
実
施
。

６
年
度
は
採
択
さ
れ
て

い
る
の
で
執
行
で
き
る
。

農林水産業費の委託料不用額
約1000万円の内容は

尾島 武弘 委員

問
市
民
税
等
が
増
収
し

て
い
る
要
因
分
析
は
。

答
人
口
増
と
個
人
所
得

が
増
え
て
い
る
こ
と
、

譲
渡
の
所
得
が
増
え
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
る
。

市民税、固定資産税が1年間で
増収している要因は

問
実
績
は
無
料
ツ
ー
ル

と
い
う
事
だ
が
、
有
料

ツ
ー
ル
の
活
用
は
。

答
試
作
し
た
が
実
務
の

実
績
は
な
い
。
令
和
６

年
度
は
予
算
未
計
上
。

ＲＰＡ導入事業にて有料ツールの
活用は出来たのか

山本 祐平 委員

大山 隆之 委員

問
使
用
料
と
今
後
の
情

報
発
信
の
工
夫
は
。
　

答
使
用
料
は
月
額
７
万

７
千
円
で
、
今
後
、
メ

ニ
ュ
ー
の
更
新
な
ど
内

容
の
充
実
を
検
討
し
た
い
。

公式ＬＩＮＥを、今後さらに
活用するための検討は

中村 恵輔 委員

合併時と比較　市民1人当たりでみると…

平成17年度
令和5年度

市の事業費（決算額）
35.9万円
42.7万円

202億2800万円
293億4600万円

総額

平成17年度
令和5年度

市の借金（地方債残高）
26.8万円
26.6万円

151億  700万円
182億5800万円

総額

平成17年度
令和5年度

市の貯金（基金残高）
20.4万円
14.6万円

114億7800万円
100億2400万円

総額

当
年
度
の
財
政
健
全
化
判
断
比

率
は
、
現
時
点
で
は
す
べ
て
の
指

標
に
お
い
て
早
期
健
全
化
基
準
内

の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
健
全
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

顕
在
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

コ
ス
ト
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め

十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

財
政
指
標
を
見
る
と
、
毎
年
度

経
常
的
に
収
入
さ
れ
、
自
由
に
使

途
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
一

般
財
源
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
あ
る
経
常
一
般
財
源
比

率
は 

１
０
０
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。
前
年
度
に
比
べ
０
・
６
ポ

イ
ン
ト
上
昇
。
一
方
で
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は 

89
・
８
％
で
前
年
度
か
ら

０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。 

財
政
指
標
の
観
点
か
ら
一
般
財

源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
は

急
務
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

本
市
は
人
口
増
加
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
た
状
況

で
難
し
い
行
政
経
営
を
展
開
さ
れ

て
い
る
。
今
後
の
市
政
運
営
に
お

い
て
は
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見

直
し
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と

な
く
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
・

効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
健
全
な

財
政
運
営
を
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

（
監
査
委
員
審
査
意
見
書
抜
粋
）

議
会
選
出
監
査
委
員
に
聞
く

特集  令和5年度決算 令和5年度決算は広報ふくつ11/1号もご覧ください

議会の視点で
　決算をチェック

決算審査特別委員会

石田 まなみ 委員

秦 浩 委員

問
な
ぜ
３
橋
実
施
か
。

残
り
５
橋
の
実
施
は
。

答
高
速
道
路
上
の
工
事

２
橋
の
費
用
が
嵩
み
、

３
橋
と
な
っ
た
。
残
り

は
６
年
度
に
実
施
予
定
。

倉元 敏徳 委員

橋梁長寿命化修繕事業は8橋
予定のうち3橋実績、理由は

きょう りょう

か
さ

可
決

4議 会 だ よ り  ふ く つ5 議 会 だ よ り  ふ く つ



工
事
請
負
契
約
を
締
結（
新
設
小
学

校
造
成
工
事（
２
工
区
））

賛
成
少
数
で
否
決　
　
　
　
　

主
な
質
疑

　
　

第
１
工
区
の
進
捗
状
況
は
、

第
２
工
区
の
工
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
影
響
す
る
の
か
。

　
　

第
１
工
区
の
真
ん
中
に
仮
設

道
路
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
く
。
第
２
工
区
の
工
期
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
し
な
い
。

主
な
討
論

　

契
約
自
体
に
瑕か

し疵
が
な
く
、
執

行
部
が
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
の
議
案

と
考
え
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

　

市
民
や
議
会
の
要
望
に
答
え
な

い
ま
ま
建
設
を
進
め
て
お
り
、
新

た
に
安
全
に
関
わ
る
問
題
も
生
じ

て
い
る
。
新
設
校
の
開
校
は
一
刻

も
早
く
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

開
校
時
期
の
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ

る
令
和
９
年
度
の
児
童
推
計
は
下

方
修
正
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
安

全
性
の
評
価
確
認
を
し
な
い
ま
ま
、

周
辺
地
域
へ
の
影
響
も
あ
る
中
で
、

建
設
の
推
進
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
反
対
と
す
る
。

本
会
で
の
発
議

「
宮
司
地
区
の
新
設
小
学
校
に
関
す

る
教
育
行
政
へ
の
市
長
関
与
」調
査

特
別
委
員
会
の
設
置（
１
０
０
条
委

員
会
の
設
置
）

賛
成
少
数
で
否
決

目
的

　

市
長
の
教
育
行
政
に
関
す
る
法

令
遵
守
の
確
認
。

理
由

　

令
和
４
年
11
月
17
日
に
行
わ
れ

た
第
11
回
教
育
委
員
会
定
例
会
に

て
、
辞
職
願
を
出
し
た
委
員
２
人

か
ら
、
新
設
校
建
設
に
関
し
て
市

長
の
教
育
行
政
へ
の
介
入
と
い
う

発
言
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

市
長
の
教
育
行
政
へ
の
介
入
が

疑
わ
れ
る
た
め
、
宮
司
地
区
へ
の

新
設
小
学
校
の
用
地
購
入
費
用
予

算
計
上
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

消
防
自
動
車
購
入
事
業
費

　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
火
災
等

か
ら
保
護
す
る
た
め
、
市
消
防
団

に
配
備
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

１
台
を
更
新
す
る
費
用１

９
９
１
万
円

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議
の内容を報告します。

工
事
請
負
変
更
契
約
を
締
結

賛
成
多
数
で
可
決

　
福
津
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

外
壁
・
防
水
改
修
工
事
中
に
下
地

金
属
部
分
の
腐
食
が
新
た
に
発
覚

し
た
た
め
、
追
加
工
事
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　

実
施
設
計
時
の
打
診
検
査
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

　
　

手
の
届
く
範
囲
で
打
診
検
査

を
行
い
、
作
業
量
等
を
推
計
し
た
。

主
な
討
論

　

工
事
の
発
注
に
あ
た
り
、
よ
り

精
査
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
早
く
市
民
が
安
心
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
賛
成
。

市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

を
廃
止
す
る
法
律
が
令
和
６
年
12

月
２
日
に
施
行
さ
れ
る
た
め
、
市

国
民
健
康
保
険
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　

新
た
な
資
格
確
認
書
に
つ
い

て
別
の
条
例
が
で
き
る
の
か
。

　
　

国
民
健
康
保
険
法
の
中
に
う

た
わ
れ
て
い
る
た
め
、
別
の
条
例

を
制
定
す
る
必
要
は
な
い
。

主
な
意
見

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
自
動
で
入
力

さ
れ
る
情
報
が
多
い
た
め
、
入
力

の
手
間
や
確
認
の
手
間
が
減
り
、

診
察
ま
で
の
待
ち
時
間
も
短
縮
さ

れ
る
。
ほ
か
に
も
高
額
医
療
費
が

発
生
す
る
場
合
で
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
が
あ
れ
ば
申
請
手
続
き
が
不

要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
賛
成
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
の
と
こ
ろ
に
は
、
現

行
の
保
険
証
と
同
じ
よ
う
な
紙
ベ
ー

ス
の
資
格
確
認
書
が
自
動
的
に
届

【
一
般
会
計
】６
億
７
５
４
３
万
円

を
追
加
し
総
額
３
２
０
億
９
０
４

万
円
と
な
っ
た
。

福
間
駅
周
辺
施
設
維
持
管
理
事
業
費

　

７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
破
損

し
た
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
さ
い
ご
う
口
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
復
旧
工
事
費
用

　
　
３
４
８
７
万
円

予
防
接
種
事
業
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

定
期
予
防
接
種
を
実
施
す
る
た
め
、

委
託
料
の
増
額
を
行
う
費
用

　
　
９
９
４
１
万
円

地
方
創
生
事
業
費

　

Ｊ
Ｒ
九
州
所
有
の
Ｊ
Ｒ
東
福
間

駅
の
東
福
間
口
駅
前
広
場
の
用
地

を
購
入　
　
　
　

  

２
７
９
５
万
円

く
。
資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は

最
長
で
５
年
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
義
務
や
強
制
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
任
意
で
あ
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
誘
導
す
る
条
例
改
正
に
は
反

対
す
る
。

市
税
条
例
を
改
正賛

成
多
数
で
可
決

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
連
す
る
市
税
条
例
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　
市
の
改
正
の
狙
い
は
何
か
。

　
　

国
の
狙
い
は
公
益
に
関
わ
る

寄
付
の
拡
充
促
進
で
あ
る
。
市
も

住
民
税
で
控
除
す
る

こ
と
で
寄
付
を
拡
充

す
る
狙
い
で
あ
る
。

総
務
文
教

委員会

公開します。みんなの賛成と反対
9月定例会の

議案審議

9月
定例会

結　
果

議　員　名

案　件

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

可決 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

可決 工事請負変更契約を締結（健康福祉総合センター外壁・防水改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 教育委員会委員の任命への同意（森保之さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意 監査委員の選任への同意（木村道也さん） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和６年度公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度一般会計決算の認定 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和５年度国民健康保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度後期高齢者医療事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
認定 令和５年度介護保険事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和５年度公共下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約を締結（新設小学校造成工事（２工区）） ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 市税条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 市国民健康保険条例を改正（被保険者証廃止に伴う改正） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○
可決 市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
否決 「宮司地区の新設小学校に関する教育行政への市長関与」調査特別委員会の設置 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

水
産
振
興
補
助
事
業
費

　

漁
業
の
経
費
の
増
大
や
漁
獲
量

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
漁
業
所

得
の
向
上
に
つ
な
が
る
魚
種
の
放

流
等
を
支
援
す
る
費
用３

４
１
万
円

病
児
保
育
事
業
費

　

集
団
保
育
が
困
難
な
病
中
・
病

後
の
乳
幼
児
等
の
保
育
を
一
時
的

に
行
う
事
業
費　

　
５
６
７
９
万
円

部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
費

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
部
活

動
資
質
向
上
を
目
的
に
、
部
活
動

指
導
員
を
配
置
す
る
費
用

　
　
１
１
６
万
円

障
害
児
保
育
補
助
事
業
費

　

私
立
保
育
園
の
障
が
い
児
受
け

入
れ
に
対
し
、加
配
保
育
士
を
配
置

し
た
保
育
園
に
補
助

金
を
交
付
す
る
費
用

３
４
６
５
万
円

▲新調された第１分団の消防自動車▲工事途中に発見された腐食箇所

▲一部を購入予定の東福間駅前広場

▲現行の国民健康保険証

▲給食の廃棄昆布で養殖されている
アワビの稚貝（水産高校）

報告書はこちら

報告書はこちら

市
民
福
祉

委員会

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

本
会
可
決

報告書はこちら

《
教
育
委
員
会
委
員
》

森も
り　
保や

す
ゆ
き之 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
９
月
20
日

　
　
　
～
令
和
９
年
４
月
６
日

《
監
査
委
員
》

木き

村む
ら　
道み

ち

也や 

さ
ん

任
期　
令
和
６
年
10
月
１
日

　
　
　
～
令
和
10
年
９
月
30
日

人
事
案
件
に
同
意

陳情
◆ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書の提出を求める陳情書/合田宏美さん
◆母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情/張一文さん
◆小学校新設予定地に関する陳情書/福津市民の命と暮らしを考える会 代表世話人 吉森伸子さん

令
和
５
年
度

決
算
審
査

特別
委員会

令
和
６
年
度

予
算
審
査（
補
正
）
特別

委員会
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う！
市政を

問う！
QRから録画配信にアクセスできます。

髙山 賢二 議長

今回は
16人でした

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

一 般質問という議員主導の
政策論議

　
広
報
ふ
く
つ
令
和
５
年

５
月
号
掲
載
の
福
間
小
児
童

数
の
推
計
は
令
和
10
年
度
１

８
７
０
人
だ
っ
た
。
推
計
見

直
し
で
１
５
３
７
人
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
、
３
３
３
人

の
差
が
あ
る
。
千
葉
県
流
山

市
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
検

証
し
な
が
ら
推
計
す
る
の
で

実
績
と
の
乖
離
は
決
し
て
起

き
え
な
い
と
伺
っ
た
。

本
市
の
教
育
委
員
会
で
は

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
乖
離
が
起

き
た
の
か
。
令
和
10
年
度
、

福
間
小
は
１
５
３
７
人
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
か
。

　
広
報
ふ
く
つ
の
推
計
は

令
和
４
年
５
月
に
策
定
し
た

計
画
で
の
数
値
。
乖
離
は
令

和
４
年
以
降
に
増
加
率
が
鈍

化
し
た
こ
と
が
要
因
。
新
設

校
が
な
い
場
合
の
推
計
で
、

福
間
小
が
令
和
10
年
度
１
５

３
７
人
の
場
合
、
教
室
数
は

足
り
る
と
認
識
し
て
い
る
。

広報ふくつ掲載の福間小1870人は正しいか
推計見直しで令和10年度の福間小は1537人となった

佐伯 美保 議員 ▲福間小学校

　
教
育
部
の
部
長
や
課
長

が
毎
年
変
わ
っ
て
い
る
が
、

他
の
部
署
と
比
べ
て
多
い
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長
が
長
期
不
在
、
教

育
委
員
も
辞
任
が
続
い
て
い

る
。
教
育
部
の
部
長
や
課
長

が
度
々
変
わ
っ
て
い
る
現
状

は
、
市
長
の
任
命
責
任
が
問

わ
れ
る
状
況
で
は
な
い
か
。

課
題
が
多
い
教
育
行
政
を

今
の
組
織
で
乗
り
越
え
て
い

け
る
の
か
。

　
教
育
部
の
部
課
長
の
異

動
は
、
他
の
部
署
と
比
べ
て

若
干
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

教
育
委
員
の
辞
任
や
職
員

の
入
れ
替
り
な
ど
、
本
当
に

難
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
結
果
的
な
と
こ
ろ
の
責

任
は
特
に
感
じ
て
い
る
。

教
育
部
の
人
員
は
強
化
し

て
き
た
。
課
題
は
多
い
が
、

乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

教育委員会組織が異常事態と認識はあるか
現状は、正常ではない事態だと認めざるを得ない

山本 祐平 議員 ▲空席が続く教育長席

答弁

答弁

　
本
市
に
は
市
独
自
の
子

ど
も
子
育
て
施
策
が
少
な

い
。
比
較
的
少
な
い
予
算
で

最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
、

病
児
保
育
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
子
ど
も
の

人
数
が
多
く
、
近
隣
市
と
同

じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
事
業
は
、
タ
ク
シ
ー

の
委
託
が
で
き
て
も
、
そ
の

時
に
病
児
保
育
の
利
用
枠
に

空
き
が
あ
る
こ
と
、
お
迎
え

に
対
応
す
る
看
護
師
等
の
配

置
が
病
児
保
育
側
に
あ
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。
県
の
無

償
化
事
業
の
影
響
で
、
病
児

保
育
の
予
約
が
取
り
づ
ら
い

状
況
。
病
児
保
育
側
で
の
利

用
枠
の
問
題
や
看
護
師
等
の

配
置
な
ど
課
題
が
多
く
、
す

ぐ
に
実
施
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
難
し
い
。
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
、
宗
像
市
の
今
後

の
利
用
状
況
を
注
視
す
る
。

病児保育お迎えサービスの必要性は
必要性を感じるサービスで、実施の可能性は排除しない

中村 清隆 議員
▲必要な市民サービスを

（宗像市のパンフレット）

答弁

　
介
護
需
要
は
今
後
増
え

る
が
、
担
い
手
不
足
は
深
刻

化
す
る
。
業
務
の
効
率
化
が

必
要
と
考
え
る
。
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
際
、
介
護
利

用
者
の
個
人
情
報
が
必
要
と

な
る
。
役
所
の
担
当
窓
口
で

手
続
き
を
行
い
、
別
窓
口
で

コ
ピ
ー
代
を
支
払
い
、
ま
た

担
当
窓
口
に
戻
り
情
報
を
取

得
す
る
。
宗
像
市
で
は
８
月

か
ら
そ
の
際
の
コ
ピ
ー
代
徴

収
が
撤
廃
に
な
っ
た
が
、
本

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
国
で
医
療
と
介
護
の
情

報
基
盤
の
シ
ス
テ
ム
構
築
中

で
、市
も
準
備
を
し
て
い
る
。

個
人
情
報
取
得
も
こ
れ
で
電

子
申
請
可
能
と
な
る
予
定
だ

が
、
現
在
は
手
間
を
取
ら
せ

て
い
る
。
宗
像
市
と
同
じ
介

護
認
定
審
査
会
な
の
で
、
対

応
は
合
わ
せ
た
い
が
、
今
年

度
中
は
難
し
い
。
更
な
る
申

請
の
効
率
化
を
進
め
た
い
。

介護サービス申請効率化への取り組みは
10月から介護事業所の指定更新などの電子申請を開始

大山 隆之 議員
▲介護サービス申請
の効率化を

　
行
政
、
市
民
、
民
間
が

カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
と

考
え
る
。
昨
年
９
月
定
例
会

で
提
言
し
た
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画（
区
域
施
策

編
）の
策
定
お
よ
び
統
括
的
な

部
署
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
計
画
策
定
後
に
確

実
に
実
行
す
る
方
法
は
。

　
令
和
７
年
度
に
は
区
域

施
策
編
を
策
定
す
る
予
定
。

そ
の
た
め
に
、
今
年
度
は
脱

炭
素
連
携
会
議
を
立
ち
上
げ

た
。
全
庁
的
に
行
政
と
し
て

の
責
務
を
共
有
し
、
様
々
な

分
野
で
の
事
業
化
を
め
ざ

す
。
今
後
、
連
携
会
議
で
は

理
解
を
深
め
る
体
験
ゲ
ー
ム

等
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

計
画
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、
国
・
県
の
補
助
金
や

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、

で
き
る
限
り
関
係
各
所
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
く
。

カーボン・ニュートラル実現への進捗は
令和７年度に計画策定し、市全体で推進していきたい

中村 恵輔 議員
▲私たちの海も温暖化
による影響の恐れが

　
東
福
間
駅
周
辺
地
区
整

備
計
画
の
総
事
業
費
と
今

後
、
実
施
さ
れ
る
事
業
と
し

て
何
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

夕
陽
館
貸
与
の
候
補
事
業

者
の
事
業
実
績
や
設
立
年
月

日
は
。

　
東
福
間
駅
周
辺
地
区
整

備
の
総
事
業
費
は
概
算
12
億

１
７
０
０
万
円
で
、
令
和
８

年
度
を
最
終
年
度
と
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度

は
東
福
間
口
駅
前
広
場
の
実

施
設
計
、
若
木
台
口
広
場
の

測
量
お
よ
び
予
備
設
計
を
実

施
し
て
い
る
。

夕
陽
館
の
候
補
事
業
者
は

株
式
会
社
箱
守
り
。
設
立
は

令
和
４
年
７
月
で
、
福
岡
市

博
多
区
の
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ

イ
ス
博
多
で
温
浴
施
設
の
運

営
を
し
て
い
る
。
代
表
取
締

役
は
温
浴
業
界
で
18
年
の
実

績
が
あ
り
、
温
泉
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
も
行
っ
て
い
る
。

東福間駅連絡通路は、いつ実現するのか
概算工事費が大幅増となるため、見直しをしたい

榎本 博 議員
▲計画変更が予定されて
いる東福間駅周辺地区

答弁

答弁

答弁

　
本
年
12
月
に
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証

に
移
行
す
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
は
、
薬
剤
の
重
複
処
方
防

止
や
保
険
事
業
の
効
率
化
、

医
療
費
の
抑
制
、
高
額
医
療

認
定
の
手
続
き
が
不
要
な
ど

利
点
は
大
き
い
。
今
後
、
災

害
時
の
避
難
所
運
営
や
救
急

搬
送
に
も
活
用
さ
れ
る
。

現
代
の
日
本
に
お
い
て
、

医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
も

は
や
不
可
避
で
あ
る
。
国
は

円
滑
な
移
行
を
推
進
し
て
い

る
が
、本
市
の
取
り
組
み
は
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
を
正

し
く
普
及
す
る
た
め
に
、
利

用
促
進
に
向
け
た
動
画
や
ポ

ス
タ
ー
等
、多
様
な
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
活
用
し
て
、
12
月
に
向
け

て
周
知
を
徹
底
し
、
市
民
へ

の
正
し
い
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

マイナ保険証の利用促進への取り組みは
正しく理解できるよう丁寧な説明と情報発信に努めたい

井手口 忠信 議員
▲マイナンバーカード
読み取り装置

　
小
学
校
で
の
体
育
お
よ

び
水
泳
の
授
業
に
お
け
る
着

替
え
は
、
教
室
や
空
き
教
室

で
行
わ
れ
て
い
る
。近
年
は
、

小
学
１
年
生
で
も
男
女
一
緒

に
着
替
え
る
こ
と
を
嫌
が
る

と
い
う
声
を
聞
く
。
移
動
せ

ず
に
着
替
え
ら
れ
る
よ
う
、

各
教
室
に
簡
易
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
設
校
の
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
望
む
市

民
の
声
が
あ
る
。
こ
こ
は
避

難
所
に
も
な
る
予
定
で
あ

る
。
多
く
の
避
難
者
を
収
容

で
き
る
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
着
替
え
用
の
簡
易
カ
ー

テ
ン
は
、
必
要
な
場
合
は
各

教
室
に
設
置
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

新
設
校
の
体
育
館
に
は
、

今
か
ら
エ
ア
コ
ン
を
配
備
で

き
る
環
境
が
あ
る
の
で
、
つ

け
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

新設校体育館にエアコンを設置するのか
新設校の体育館にはエアコンをつけるべきと考えている

秦 浩 議員
▲着替え用の簡易カーテ
ンの設置が望まれる教室

　
８
月
に
起
き
た
日
向
灘

沖
地
震
を
機
に
、
新
た
に
取

り
組
む
災
害
対
策
は
あ
る
か
。

高
潮
の
想
定
区
域
に
あ
る

保
育
施
設
の
災
害
対
策
へ
の

市
の
考
え
は
。

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
る
の
か
。

　
新
た
な
取
り
組
み
は
な

い
が
、引
き
続
き
、国
や
県
と

連
携
し
な
が
ら
市
防
災
計
画

に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う
。

高
潮
は
台
風
や
大
雨
な
ど

で
事
前
予
測
が
で
き
る
た

め
、
市
と
保
育
施
設
が
連
携

し
て
対
応
す
る
。
ま
た
、
地

域
の
協
力
を
得
や
す
い
関
係

を
作
る
支
援
を
し
た
い
。

広
報
ふ
く
つ
10
月
号
で
防

災
特
集
を
組
み
、
市
民
へ
啓

発
を
図
る
。
職
員
に
は
、
熊

本
県
の
初
代
危
機
管
理
防
災

企
画
官
に
よ
る
実
体
験
に
基

づ
く
講
習
を
行
う
予
定
。

防災意識を高めるための取り組みは
広報紙での周知啓発、新しい講習など積極的に取り組む

石田 まなみ 議員
▲ひとりひとりの防災
意識の向上を

答弁

答弁

答弁
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QRから録画配信にアクセスできます。

他にもこんな質問がありました
議員名 その他の質問

中村　清隆 公共施設の空調設備について

大山　隆之
就労支援等の福祉事業者との連携について
ＲＳウイルスについて

榎本　　博 官民連携の取り組みについて

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①前回の市議会議員選挙の
　投票率は？
②市民1人当たりの市の
　貯金額は？
③発達支援センターの名称は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

市政を

議員名 その他の質問
井手口忠信 防災と災害時における避難所整備について
秦　　　浩 食の安全と食品リサイクルについて
山本　祐平 今後の教育行政の進め方について
米山　　信 本市職員のメンタルヘルス対策について

福井　崇郎 学童保育所の現状と今後の方針及び支援策
について

岩下　　豊
必要とする人に必要な介護サービスが提供
できるまちについて
過大規模校の過密緩和策について

尾島　武弘
古墳の保存と活用事業について
海岸の管理状況について

戸田　進一
大雨被害に対する対応・対策について

「子どもの権利に関する条例」について

こ
れ
ま
で
、
議
会
だ
よ
り
を
多
く

の
人
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
！

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
！
と

の
思
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
目
に

見
え
る
変
化
を
遂
げ
た
の
は
表
紙
で

す
。
表
紙
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
す
。

▲74号（R5年9月発行）～
様々な団体の協力で、市
民の顔が見える表紙に

▲61号（R2年5月発行）～
毎年テーマを設定し、表
紙絵を市民公募

▲～57号（R元年5月発行）
これまでは建物の写真が
中心

　

新
設
校
説
明
会
で
は
、

通
学
路
や
た
め
池
の
担
当
課

も
参
加
し
て
開
催
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。
市
長
の
判

断
で
開
催
で
き
な
い
の
か
。

福
間
南
小
学
校
の
校
区
再

編
は
今
年
度
中
に
方
針
決
定

と
し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況

が
見
え
な
い
。
こ
れ
で
は
保

護
者
は
突
然
の
校
区
再
編
と

感
じ
る
。
準
備
が
整
い
し
だ

い
、
保
護
者
や
地
元
へ
の
説

明
会
を
開
催
予
定
と
の
こ
と

だ
が
、
通
学
路
や
通
学
方
法

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）等
、
具
体

的
に
説
明
す
べ
き
で
は
。

　
新
設
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
は
担
当
課
と
協
議
中
で

あ
る
。
現
段
階
で
説
明
会
を

開
催
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

福
間
南
小
学
校
校
区
再
編

案
を
示
さ
ず
情
報
提
供
す
る

こ
と
は
混
乱
を
招
く
可
能
性

も
。案
決
定
後
の
説
明
会
で
、

通
学
方
法
等
も
説
明
す
る
。

　
本
市
は
ま
だ
企
業
誘
致

の
条
例
等
を
制
定
し
て
い
な

い
。
理
由
は
何
か
。
福
岡
県

で
制
定
し
て
い
な
い
市
を
把

握
し
て
い
る
か
。

本
市
の
経
済
的
発
展
と
財

政
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
当
該
条
例
等
を
制
定
す

べ
き
で
あ
る
。
見
解
は
。　

　
条
例
未
制
定
の
理
由
は
、

合
併
後
、
住
環
境
整
備
な
ど

人
を
呼
び
込
む
施
策
を
優
先

し
て
取
り
組
ん
だ
た
め
で
あ

る
。
未
制
定
市
は
、
県
内
29

市
の
う
ち
、
本
市
を
含
め
３

市
で
あ
る
。

条
例
等
を
制
定
し
て
い
な

い
大
野
城
市
と
春
日
市
は
、

財
政
力
指
数
が
高
い
の
が
理

由
と
考
え
る
。
本
市
は
財
政

力
と
雇
用
創
出
の
た
め
企
業

誘
致
が
必
要
で
、
優
先
度
が

高
い
案
件
で
あ
る
と
認
識
し

た
の
で
、
今
後
、
調
査
を
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

新設校の最終責任者は予算措置をした市長では

企業誘致のための条例を制定しないのか

新設校の建設は覚悟をもって進めさせていただきたい

今後、条例等を制定するために調査検討していきたい

豆田 優子 議員

米山 信 議員

▲子どもたちが笑顔
になれる校区編成を

▲市の経済発展のた
めに企業誘致を

答弁

答弁

　
誰
も
が
認
知
症
に
な
り

う
る
と
の
認
識
の
も
と
、「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
」が

施
行
さ
れ
た
。
認
知
症
を
早

期
に
発
見
し
専
門
的
医
療
に

つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
は
。

ま
た
、
認
知
症
の
人
の
尊

厳
を
守
り
、
介
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
ケ
ア
技
法「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」を
福
岡
市

が
導
入
し
た
。
本
市
で
も
負

担
軽
減
の
た
め
、
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
が
連
携

し
当
事
者
と
家
族
を
支
え
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
適
切

な
医
療
に
つ
な
い
で
い
る
。

日
常
の
介
護
で
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
を
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
認
知
症
当
事

者
団
体
と
の
連
携
、
国
や
県

の
研
修
会
で
得
た
知
識
や
経

験
を
推
進
・
普
及
し
た
い
。

認知症の人に寄り添う地域共生の方策は
専門職や地域と連携し、安心して暮らせる支援の構築を図る

中村 晶代 議員
▲福岡市が勧めるケア
技法「ユマニチュード」

　
新
設
校
の
校
区
に
該
当

す
る
保
護
者
の
中
に
は
、
本

当
に
こ
の
学
校
に
通
わ
せ
て

い
い
の
か
不
安
に
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
。
教
育
委
員
会

で
は
、
保
護
者
へ
の
説
明
を

令
和
８
年
度
中
に
行
う
と
し

て
い
る
。
安
全
性
も
含
め
て

早
期
に
説
明
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

ま
た
、
新
設
校
の
体
育
館

に
空
調
設
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
設
置
し
な
い
の
か
。

　
新
設
校
に
関
し
て
は
通

学
路
な
ど
決
ま
っ
て
い
な
い

事
も
あ
る
が
、
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
。
説
明
会
は
令
和

８
年
度
早
々
の
開
催
を
考
え

て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て

前
倒
し
を
検
討
し
た
い
。

体
育
館
の
空
調
設
備
は
避

難
所
と
し
て
の
必
要
性
も
あ

り
、
そ
れ
が
市
民
の
声
と
十

分
認
識
す
る
。
開
校
に
合
わ

せ
た
設
置
を
め
ざ
し
た
い
。

早期に新設校の保護者説明会が必要では
令和８年度開催予定だが、必要に応じて前倒しを検討したい

福井 崇郎 議員
▲防災施設にも活用で
きる空調設備の設置を

　
今
年
７
月
に
七
股
池
が

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に

指
定
さ
れ
た
。
令
和
４
年
に

宮
司
地
区
に
学
校
建
設
を
決

め
た
時
に
、
予
定
地
に
ど
の

よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
等

の
調
査
を
し
な
か
っ
た
事
が

見
落
と
し
た
原
因
で
あ
る
。

七
股
池
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ

す
影
響
調
査
は
次
年
度
以
降

に
な
る
。
学
校
建
設
に
よ
っ

て
大
雨
時
に
浸
水
深
が
深
く

な
る
地
域
が
あ
る
こ
と
も
判

明
し
た
。
予
定
地
周
辺
に
新

た
な
リ
ス
ク
が
な
い
か
、
専

門
家
等
を
入
れ
調
査
し
、
住

民
へ
説
明
す
る
べ
き
で
は
。

　
県
の
開
発
許
可
も
出
て

い
る
。
全
て
の
リ
ス
ク
を
想

定
し
て
対
策
す
る
事
は
困
難

で
あ
る
。
学
校
建
設
に
限
ら

ず
災
害
に
対
し
て
１
０
０
％

安
全
と
断
定
は
で
き
な
い

が
、
で
き
る
対
策
を
行
い
、

災
害
時
に
は
避
難
を
促
す
。

学校建設予定地周辺地域のリスク調査は
想定するリスクは出ていると捉えており調査は行わない

岩下 豊 議員
▲7月1日大雨直後の学校用
地と川の合流地点の様子

答弁

答弁
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農
業
用
施
設
の
補
修
や

新
設
の
申
請
に
対
し
て
、
令

和
４
年
度
は
88
件
の
申
請
で

44
件
が
対
応
済
。
達
成
率
は

54
％
。
５
年
度
は
62
件
中
29

件
で
46
％
。
元
年
度
か
ら
３

年
度
は
、平
均
約
30
％
に
な
っ

て
い
る
。
５
年
度
に
策
定
さ

れ
た
中
期
財
政
見
通
し
の
中

で
、
農
業
用
施
設
の
維
持
管

理
費
等
の
予
算
額
は
。

ま
た
、
市
長
は
7
月
に
、

農
業
用
施
設
の
補
修
等
の
申

請
箇
所
を
現
地
確
認
し
た

が
、施
設
に
対
す
る
見
解
は
。

　
５
年
間
で
６
２
１
４
万

円
、
年
平
均
１
２
４
２
万
円

の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

現
地
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と

感
じ
た
。
申
請
数
の
50
％
以

上
の
補
修
等
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
財
源
を
調
査
し
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
農
業
環
境

を
守
っ
て
い
き
た
い
。

農業用施設の維持管理費の予算額は
令和６年度からの５年間で6214万円を見込んでいる

尾島 武弘 議員
▲業者による水路の
浚
しゅん

渫
せ つ

作業

　
教
職
員
の
深
刻
な
長
時

間
勤
務（
令
和
５
年
度
は
月

80
時
間
以
上
残
業
し
た
教
職

員
が
全
体
の
18
％
）、
産
休

や
病
休
等
代
替
者
未
配
置
事

例（
担
任
外
教
職
員
が
ク
ラ

ス
担
任
を
兼
務
）等
、
課
題

は
山
積
。
さ
ら
に
労
働
安
全

衛
生
管
理
体
制
に
お
け
る
教

職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
の

面
接
指
導
等
の
実
施
が
必
要
。

教
職
員
の
多
忙
化
で
授
業

の
準
備
や
子
ど
も
た
ち
の
話

を
じ
っ
く
り
聞
く
時
間
が
確

保
で
き
な
く
な
る
。
最
大
の

被
害
者
は
子
ど
も
た
ち
で

は
。
ど
う
解
消
す
る
の
か
。

　
教
職
員
が
健
康
で
働
き

や
す
い
環
境
が
整
え
ば
、
意

欲
を
も
っ
て
授
業
に
臨
め
る
。

教
育
委
員
会
は
、
教
職
員
に

理
解
を
促
し
て
働
き
方
改
革

を
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
良
い
教
育
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

教職員多忙化の被害者は子どもたちでは
「市教職員の働き方改革取組指針」の推進で改善したい

戸田 進一 議員
▲子どもたちに目が
行き届く教育環境を

答弁
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議
会
だ
よ
り
表
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変
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議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2024. 2024. 号号秋秋
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

人
が
兼
務
で
選
挙
実
務
を
担
っ
て
お

り
、
人
員
体
制
的
に
厳
し
い
た
め
体

制
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
投
票
率
向

上
の
た
め
に
は
、
大
型
商
業
施
設
を

活
用
し
た
投
票
所
の
増
設
、
選
挙
割

や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト

広
告
の
活
用
な
ど
の
予

算
措
置
も
必
要
で
あ
る
。

ロ
グ
ラ
ム
は
、
乳
幼
児
の
保
護
者
へ

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
受
講

終
了
後
も
保
護
者
同
士
の
交
流
が
続

き
、
互
い
に
相
談
し
あ
う
等
の
効
果

が
で
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

発
達
障
が
い
は
、
子
ど
も
に
限
ら

ず
大
人
で
も
、
気
づ
か
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
特
性
と
さ
れ
る
行
動
へ

の
不
適
切
な
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
二

次
的
障
が
い
を
負
う
こ
と
も
あ
る
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
が
理
解

し
、
特
性
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も「
５
歳
児
健
診
」の

実
施
に
向
け
た
準
備
が

急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
執
行
さ

れ
た
選
挙
投
票
率
の
現
状
把
握
を
行

う
と
と
も
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
の

取
り
組
み
を
検
証
し
、
今
後
の
投
票

率
向
上
の
対
応
策
の
提
言
を
す
る
た

め
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

調
査
結
果

直
近
の
選
挙
投
票
率
は
市
長
選

50
・
58
％
、
県
知
事
選
33
・
51
％
、
衆

院
選
56
・
62
％
、
参
院
選
52
・
54
％
、

市
議
選
37
・
02
％
で
あ
っ
た
。
国
政

選
挙
の
投
票
率
が
地
方
選
挙
よ
り
高

い
傾
向
に
あ
る
。
期
日
前
投
票
者
の

割
合
は
31
％
～
40
％
。
年
代
別
投
票

発
達
障
が
い
を
含
む
障
が
い
や
、

そ
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
自

立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
主
体
的
な

取
り
組
み
を
支
援
す
る
、
の
び
の
び

率
は
20
代
が
最
も
低

く
、
70
代
で
ピ
ー
ク

で
あ
る
。
若
年
層
の

低
投
票
率
の
原
因
は

政
治
的
無
関
心
の
増

加
が
考
え
ら
れ
る
。

取
り
組
み
と
し
て
、

県
立
高
校
で
の
出
前

講
座
、
冊
子
配
布
、

期
日
前
投
票
者
へ
の
ミ
ニ
バ
ス
運
賃

補
助
、
投
票
所
の
環
境
改
善
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
、
主
権
者
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
を
計
画
し
て
い

る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
は
、
３

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

発
達
障
が
い
の
疑
い
が
あ
る
子
を

持
つ
保
護
者
に
対
し
て
、
臨
床
心
理

士
等
の
相
談
員
が
保
護
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
特
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
よ
う
働

き
か
け
て
い
る
。
乳

幼
児
健
診
は
、
地
区

担
当
の
保
健
師
が
、

1
人
1
人
最
適
な
時

期
に
健
診
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
丁
寧

な
対
応
を
し
て
い
る
。

ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
プ

▲投票しやすい環境整備が求めら
れる

▲発達障がい支援事業の基幹拠点

選
挙
の
投
票
率
向
上
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
調
査

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

課
題
を
調
査

各常任委員会が所管する市の事務について行った所管 事務調査と、議会広報調査特別委員会の行政視察を報告します。

総務部、経営企画部、教育部、会計課、監査事務局等
の事務について調査研究しています。

市民生活部、健康福祉部、こども家庭部の事務につい
て調査研究しています。

児童・生徒数推計は教育行政の基礎数値として重要で
あり、経営戦略課の人口推計もその基礎となるため、両
者の推計値の共有状況を調査した。
調査結果　経営戦略課は令和元年と2年に人口推計を公表
し、令和4年と5年は内部資料として作成。令和6年度の
推計は11月に完成予定である。教育総務課との共有は令
和元年に行われたが、令和3年から5年は不明。両者の推
計値には福間小学校の児童数推計に乖離が見られた。福
間小学校の児童数は、新設小学校を考慮しなければ令和9
年に1,591人でピークを迎える。令和4年5月の児童数推
計のピークと比較すると283人減少しているが、福間南
小学校より敷地面積が狭い中で、福間南小学校の児童数
を上回ることになる。
委員会提言　最新の人口推計を反映し、精度の高い数値
を算出することが求められる。また、教育委員会委員や
関係機関との情報共有も重要である。最新の
数値を市民に公開し、より良い教育環境づく
りに向けた施策を広報するべきという意見が
出た。

総 務 文 教 委 員 会 市 民 福 祉 委 員 会

委員会調査リポート総務文教委員会
人口推計と児童･生徒数推計について

開会中の
開会中の

調査調査

報告書はこちら 報告書はこちら 報告書はこちら

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
事
例
は
、広
報
広
聴
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
て
積
極
的
に
拡
張
す
る
一

方
で
、
一
般
質
問
を
簡
略
化
す
る
な

ど
、
大
胆
に
合
理
化
し

て
取
捨
選
択
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
た
。

調
査
結
果

滋
賀
県
大
津
市
議
会
で
は
議
会
だ

よ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
、

紙
媒
体
あ
り
き
の
検
証
で
は
な
く
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
議
会
を
市

民
に
伝
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
考
え

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
議
会
の
情

報
を
ど
こ
に
届
け
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
、
議

会
広
報
を
広
く
と
ら
え
た
広
報
広
聴

ビ
ジ
ョ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

改
善
点
は
、
若
者
が
手
に
取
り
た

く
な
る
よ
う
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を

増
や
し
、
読
み
や
す

く
な
る
よ
う
に
レ
イ

ア
ウ
ト
を
横
書
き
に

し
た
。

視
察
研
修
を
終
え
て

大
津
市
議
会
で
は

現
状
把
握
の
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
専

門
家
に
よ
る
研
修
会

を
行
う
な
ど
原
点
に

立
ち
返
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
本
市
で
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
１
年
が
経
つ
。ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
で
現
状
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
紙
面
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
と
連
動
す
る
こ
と
も
検
討
し

▲視察を生かしてより良い議会だ
よりをめざします

大
津
市
議
会
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
や
発
行
に
つ
い
て
調
査

議会だよりの編集と発行のために活動し、編集方法に
ついて調査研究しています。

議 会 広 報 調 査 特 別 委 員 会

報告書はこちら
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  18歳の投票意識・まちへの思い

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2024.秋号2024.秋号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　福井 崇郎
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　中村 恵輔　井手口忠信
　　　　　　山本 祐平　石田まなみ

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

秋

同
市
議
会
教
務
厚
生
常

任
委
員
会
が
本
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
視

察
を
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が

学
校
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

に
ど
う
つ
な
が
る
か
に
つ

い
て
、
紹
介
し
ま
し
た
。

同
市
ち
く
ご
市
議
会
だ

よ
り
編
集
特
別
委
員
会
が
、

本
市
の
議
会
だ
よ
り
ふ
く

つ「G
-FU

KU
TSU

」の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
経
緯
に
つ

い
て
、
視
察
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

市
民
と
議
会
の
い
い
関

係
を
め
ざ
す
議
会
だ
よ
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

概
要
や
推
進
プ
ロ
セ
ス
、

表
紙
や
紙
面
の
工
夫
な
ど

を
、
本
市
の
議
会
広
報
調

査
特
別
委
員
会
の
委
員
が
、

各
々
の
担
当
箇
所
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
民
に
親
し

み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た

め
の
課
題
に
つ
い
て
、
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。

埼
玉
県
鴻
巣
市
議
会
と

福
井
県
大
野
市
議
会
の
会

派
が
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
選
ば
れ
た
経
緯

や
、
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
を
紹
介
し
、

本
市
の
地
域
資
源（
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
・
情
報
・
関
係
）

を
つ
な
い
で
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
や

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

群
馬
県
藤
岡
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

筑
後
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

鴻
巣
市
議
会
と
大
野
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ち
な
防
災
テ
ー
マ
を
大
胆
な
色
使

い
と
人
物
の
ポ
ー
ズ
で
構
成
し
、

工
夫
が
た
く
さ
ん
。

ま
た
、
紙
面
に
企
画
力
が
加
わ

り
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
、議
会
ト
ピ
ッ

ク
ス
、
お
た
よ
り
カ
フ
ェ
は
議
会

に
興
味
が
な
く
て
も
引
き
込
ま
れ

ま
す
。
漫
画
コ
ー
ナ
ー
も
い
い
。

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

（
レ
ジ
ェ
ン
ド
さ
ん
／
60
歳
代
）

78
号
の
表
紙
の
写
真
が
と
て
も

可
愛
く
て
、
つ
い
つ
い
手
に
取
っ

て
読
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

特
集
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
病
児
保

育
を
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
た
だ
、
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
分
、
予
約
が
取
り
に
く
い

と
い
う
声
を
福
岡
市
の
友
人
か
ら

も
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
多
い

地
域
で
は
、
こ
う
い
う
課
題
も
出

て
く
る
の
で
す
ね
。

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
の

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
一
番
手

の
か
か
る
年
齢
の
子
育
て
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
で
き
た
ら
、
安
心

だ
と
思
い
ま
す
。

（
さ
と
こ
さ
ん
／
40
歳
代
）

今
回（
78
号
）の
特
集
で
市
民
の

皆
さ
ん
の
顔
写
真
と
一
緒
に
お
名

前
も
出
て
い
て
、
私
は
す
ご
く
安

心
感
と
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。

内
容
や
ま
と
め
も
、
文
章
だ
け

で
は
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
を
、

写
真
や
デ
ザ
イ
ン
の
お
か
げ
で
、

と
て
も
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

個
人
的
に
は
、
最
後
の「
な
る
ほ

ど
福
津
市
議
会
」が
面
白
か
っ
た
で

す
。
漫
画
と
い
う
だ
け
で
読
み
や

す
い
上
に
、
大
人
に
な
る
と
今
さ

ら
、な
か
な
か
聞
け
な
い
内
容
だ
っ

た
の
で
、
ほ
ん
と
う
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
ル
ア
ミ
マ
マ
さ
ん
／
40
歳
代
）

77
号
の
特
集「
地
震
に
備
え
る
」

は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
地
域

で
協
力
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

津
屋
崎
に
も
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
が
い
ま
す
。
福
間
地
域
は

い
ろ
い
ろ
と
改
善
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
津
屋
崎
地
域
も
改
善

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
た
よ
り
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ナ
ー

を
も
う
少
し
増
や
せ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
レ
モ
ン
パ
イ
さ
ん
／
60
歳
代
）

以
前
の
議
会
だ
よ
り
は
、
正
直
、

読
む
ど
こ
ろ
か
見
る
気
す
ら
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
議
会
だ
よ
り

は
、「
読
ん
で
く
だ
さ
い
」、「
議
会

を
知
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
っ
た
作

り
手
の
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

特
に
、「
地
震
に
備
え
る
」は
タ

イ
ム
リ
ー
で
し
た
。
固
く
な
り
が

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　今号は、地元の光陵高等学校・水産
高等学校の市内在住の生徒たちへの取
材、アンケートを行いました。ご協力
いただいた関係者の皆様には、心より
感謝申し上げます。
　取材では生徒たちに選挙や議会の仕
組み、市の取り組みなども伝えること
ができ、福津市を良くしたい気持ちが
高まったとの声をいただきました。今
後も議会や市政への関心を持っていた
だけるように、特集に取り組みます。

（福井 崇郎）

編集後記

　議会の二つの使命を完全に達成でき
るよう懸命に努力すること。

議員の職責

　住民を代表する公選の議員で構成さ
れる地方公共団体の議事機関です。

議会の地位

①地方公共団体の条例や予算等の団体
意思を最終的に決定すること。

②執行機関の行財政の運営や事務処理
ないし事業の実施が、すべて適法か
つ適切に、公平で効率的に、そして
民主的になされているかどうかを批
判し監視すること。

議会の二つの使命

8
1

8
9

お
た
よ
り
カ
フ
ェ
が

も
う
少
し

増
え
た
ら
い
い
な

①37％（37.02％）
②14万6000円
③のびのび発達
　支援センタ―

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ 

答
え

表
紙
写
真
を
見
た
だ
け
で

中
を
開
い
て

読
み
た
く
な
り
ま
し
た

「
な
る
ほ
ど
福
津
市
議
会
」が

お
も
し
ろ
い

漫
画
は
親
し
み
や
す
い

市
民
が
登
場
し

紙
面
が
明
る
く
な
っ
た

　議会を傍聴してみませんか。傍聴の
際は、議事進行の妨げとならないよう
傍聴規則を遵守し、大声や拍手を厳に
慎んでいただきますようお願いしま
す。なお、本会、予算および決算審査
特別委員会は、中継と録画
配信もしています。
※託児サービスあり（要事前予約）

議会の傍聴 中継・録画配信

中継・録画配信

12月定例会
11月19日（火）開会
12月4日（水）閉会予定

次回の定例会

市議会HP請願陳情の受付締切
11月8日（金）正午

10

7
9・

1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。

秋号

Public Relations
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9月定例会　contents
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津
市
議
会
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集
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会
広
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特
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委
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会

☎
0940-43-8144

印
刷
所
  久
野
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刷
株
式
会
社

〒
811-3293 福

岡
県
福
津
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中
央
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特集 令和5年度決算  P4　　補正予算  P6　　常任委員会審査報告  P6　　賛否表  P7
一般質問  P8　　委員会調査リポート  P12　　議会トピックス、おたよりカフェ  P14

福
津
市
の
事
業
で

困
っ
た
り
気
づ
い
た
り

し
た
こ
と…

な
い
？

や
っ
て
い
る
う
ち
に

い
ろ
ん
な
問
題
っ
て

出
て
く
る
も
の
よ
ね

市
長
と
議
会
が

互
い
に
尊
重
し

合
い
な
が
ら…

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
ん
だ

活
発
に
議
論

し
合
う
こ
と
で

よ
り
良
い

福
津
市
に
つ
い
て…

市
の
取
り
組
み

を
チ
ェッ
ク
し
て

改
善
す
る
っ
て

大
切
よ
ね

時
代
と
と
も
に

市
民
が
求
め
る

施
策
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変
わ
る

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
は

大
切
だ

た
し
か…
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イ
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は
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政
を
チ
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ク
す
る
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の
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が
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る
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市
に
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て
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取
り
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●市政をチェックし
　みんなの声を反映させる

議会の主な役割は次の２つです。
①政策を最終的に決定すること。
②行財政運営をチェックすること。
市民の代表である議員は市民の声をくみ取

り、行財政運営の問題点を議論し、市政に反
映させていくのも議会の大きな役割です。

執
行
機
関
と
議
事
機
関

　
私
た
ち
は
、
市
長
と
議
員
を
選
挙
で
選
び
ま
す
。

市
長
は
、
議
案
を
議
会
に
提
案
し
、
議
決
を
受
け
て

❸
今回のお題は「議会の役割」

実
施
し
ま
す
（
執
行
機
関
）。
議
員
は
、
多
様
な
市

民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
議
論
を
行
い
、
議
会

で
議
決
し
ま
す
（
議
事
機
関
）。

　
市
長
と
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
、
互

い
に
尊
重
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
健
全
な

市
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市民のために
仕事をする

市民の
声を聞く

議案を議決する
政策や事業を
チェックする

これを
行うのが
議会だよ

政策や事業を提案する

市民の
声を聞く

願いを
伝える

願いを
伝える

市民のために
仕事をする

選ぶ
選ぶ

特集

1８

歳の投　意識・

　　　まちへの思い

Ｐ２

野田 悠斗さん
光陵高校
の　 だ　　ひろ　と

議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。
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